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千代田区は、中央に皇居という広大なみどりの空間を擁し、内
濠、外濠など、江戸城の遺構を現代に継承しながら、水辺とみどり
が連続する豊かな骨格軸が形成されています。
皇居・内濠を囲む環状１号

線（内堀通り等）は、東京の
環状・放射状の幹線道路網の
最も中心部に位置し、区内の
環状・放射街路、震災復興に
より整備された東西（靖国通
り）、南北（昭和通り）の幹
線街路とともに、多様な都市
機能が高度集積する千代田区
の骨格軸を形成しています。

● 環状・放射状の幹線道路がつくるまちの骨格と特徴ある景観

● 象徴的な風景と環境をつくり出すみどりと水の骨格

▼皇居（日比谷から九段方面） ▼皇居外苑×行幸通り×東京駅 ▼内濠×国際ビジネスゾーン

▼日比谷濠×日比谷公園×霞ヶ関 ▼千鳥ヶ淵×桜 ▼外濠×桜×中央線

▲東京都区部の環状・放射状の幹線道路網

▼内堀通り（英国大使館×桜） ▼日比谷通り（日比谷濠×丸の内）

▼桜田通り（法務省赤れんが棟×官公庁） ▼永代通り（国際金融軸×高さ100尺の表情線）

▼靖国通り（靖国神社×桜×九段坂） ▼靖国通り（スポーツ用品店街）

▼白山通り（学士会館×出版街） ▼本郷通り（ニコライ堂×大学街）



４
．
「
ち
よ
だ
」
の
骨
格
軸
と
エ
リ
ア 43出典：東京都通称道路名地図（区部拡大版）／東京都HP

１.「ちよだ」の骨格軸

１

２

３

４

５

６

７８

９

10

11

12

13

● まちの骨格構造

千代田区には、東京区部における重要な緑の
拠点である皇居を取り巻くように、多様で高度
な機能が集積した拠点と都市軸・ネットワーク
が形成されています。

また、区の境界付近にも、隣接区の特徴ある
界隈と連坦して、回遊性の高いエリアが形成さ
れています。

〔拠点〕
皇居を中心とするみどりの拠点
高度な都市機能やターミナル機能が集積する拠点
（東京駅、有楽町駅、秋葉原駅、飯田橋駅）
（大手町・日本橋川端、永田町・霞ヶ関、九段下、

紀尾井町）
その他、交通利便性の高いエリア
（神田、神保町等、四ツ谷、市ヶ谷）

〔都市軸・ネットワーク〕
みどりと水の軸（内濠・外濠、日本橋川、神田川等）
象徴的景観を形成する軸
高度な都市機能が連携する軸
放射・環状の幹線道路
公共交通のネットワーク

〔都市形成の育まれてきた界隈〕



Ｃｏｌｕｍｎ

【大手町】【常盤橋】 ⇔ 日本橋・八重洲・兜町（中央区）

官民連携により金融機能の整備が進む｢金融軸｣(永代通り)

大手町：大手銀行本点等、金融関連連機関の集積
：海外企業の誘致、金融をテーマとした交流、

教育、人材育成

常盤橋：金融拠点、ビジネス交流拠点の整備

日本橋：日本銀行

兜町 ：日本最大の金融商品取引所
：資産運用業者等の起業・発展の支援拠点の形成
：投資家・起業との対話・交流促進拠点の形成

１

【日本橋川】【常盤橋】 ⇔ 日本橋（中央区） ・墨田川

水辺を豊かにする空間と舟運等によって再生する都市軸
日本橋川沿い5地区
：国家戦略特区の都市再生

プロジェクト（市街地再
開発事業）

関係者による検討
：首都高速道路の地下化に

向けた計画案

２

【神田】⇔ 日本橋（中央区） ⇔【常盤橋・東京駅(日本橋口)】

中央通りがつなぐ、にぎわいと回遊、文化の都市軸

３

【日比谷・有楽町】 ⇔ 銀座（中央区）

文化・芸術とにぎわいの都市軸

４

【岩本町・東神田】 ⇔ 馬喰町・東日本橋（中央区）

アート × リノベーションで“コト”が生まれる界隈

５

【秋葉原・外神田】 ⇔ 御徒町（台東区）

カルチャー × 情報 × アート･ものづくりが融合する界隈

秋葉原：電気街・ポップカルチャー
新産業拠点（情報技術）

外神田：アーツ千代田3331
（旧練成中学校）

秋葉原～御徒町（高架下空間）：
2ｋ540 AKI-OKA ARTISAN

６

出典：第2回首都高日本橋地下化検討会（資料1 周辺の再開発の状況について）／国土交通省HP

日本橋一丁目中地区

区境を超えて連坦するまちの個性が融合し、高度な機能連携やエリアの回遊性が高まっています。



【神田駿河台】 ⇔ 湯島（文京区）
大学・医療機関の
集積する界隈

【万世橋・神田駿河台・神田明神】 ⇔ 湯島（文京区）
祭り・文化・歴史を
感じる回遊エリア

７ 【麹町（四ツ谷見附跡）・紀尾井町】 ⇔ 四谷（新宿区）
交通結節機能を活かした拠点形成が進むエリア

10

【飯田橋東口】 ⇔目白通り（新宿区）⇔後楽園（文京区）
飯田橋駅東口を
起点に連坦する界隈

【飯田橋西口（牛込見附跡）】 ⇔ 神楽坂（新宿区）
外濠や見附跡の歴史性、
まちの界隈性を感じる
エリア

８

【番町・九段（市谷見附跡）】 ⇔ 箪笥地域（新宿区）
外濠を軸にした豊かな環境を楽しめるエリア
歴史と落ち着きのある高質な居住エリア

９

【紀尾井町（赤坂見附跡 ）・永田町】 ⇔ 赤坂（港区）
国際的な宿泊と歴史・文化・交流機能が集積するエリア

11

【霞ヶ関・内幸町】 ⇔ 虎ノ門（港区）
環状２号線と新駅でビジネス交流機能の集積が進むエリア

12

【日比谷・内幸町】 ⇔ 新橋・汐留（港区）
ビジネス交流と賑わい機能の集積で味わいある界隈

13

出典：新宿区まちづくり長期計画〔都市マスタープラン〕〔まちづくり戦略プラン〕／新宿区

四谷駅前市街地再開発事業

環状2号線の整備と
賑わいの場としての道路活用

（新虎通りエリアマネジメント）

大規模開発事業と一体的な
日比谷線・虎ノ門ヒルズ駅
の新設（2022年度完成予定）



江戸期、日本橋から続く神田の町地は、現在の神田駅付近から東に広がり、職人や町人の⾧屋
が連なっていました。「鍛冶町」などの地名が残るように、人が集まり、技術や江戸で生活する術を身
につけ仕事をし、暮らしていくまちでした。
神田川にかかる筋違橋付近は、中山道と江戸城から上野寛永寺に将軍が参詣する御成道が交

わる交通の要衝でした。また、佐久間河岸などは、神田川の水運の拠点となり、神田須田町付近
には、青果市場も設けられていました。

一方、神田駿河台や神保町の
一帯は、旗本屋敷や大名屋敷で
したが、神田区が誕生した明治
11（1878 ）年以降、この範
囲も含めて「神田」と呼ばれるよ
うになりました。この界隈は、明
治に入って開発が進むなかで、
多くの大学等の学校が立地し、
書店や出版、印刷、製本業が
集積していきました。

この神田エリアの交通の中心
として、明治45（1912）年
に筋違門のあった場所には、新
宿から甲武鉄道が到達して万世
橋駅が開業し、周辺のまちは賑
わいました。
※万世橋駅は昭和18（1943）年に営業が休止
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神田エリアには、神田祭に象徴されるコミュニティのつながりとエ
ネルギー、なりわいが息づいてきたまちがあります。また、大学等が
集積し、学生のまちと繋がる書店街等が形成されるなど、「知」と
「文化」のエネルギーが交わり、現代においても、多彩なひとが多
様なモノ・コトを起こすエネルギーをもっています。

近年人口が急増する地域が見受けられる一方で、建物の老
朽化が進み、首都直下型地震等において損壊リスクがある中小
ビル等も散見されます。
新旧のまちのエネルギーを活かした神田らしさのあるまちの再生

が求められています。

● 職人のまち、武家のまちを起源とする神田エリア

● モノ・コトを起こし、発信する多彩なひとのエネルギー

▲江戸末期の神田エリアの土地利用（1845年頃から明治元年まで）

■まち、ひとをひとつにする神田祭（写真:千代田区観光協会ＨＰ）
■安心、なりわいの成功を願う場所ひととの縁を結ぶ場所

■100年を超えてまちで続くしごと・商売■食の文化と老舗

■業種の集積の力を活かして、まち全体、多世代につながるイベント

▼ファミリーバザール（繊維問屋街 ▼神田スポーツ祭（スポーツ用品店街） ▼カレーグランプリ（カレーのまち）

写真:千代田区観光協会ＨＰ

■交流、創造、発信する価値ある場所をつくる（アート・文化 × リノベーション）

▼アーツ千代田3331 ▼錦町ブンカイサン ▼海老原商店

写真:千代田区観光協会ＨＰ

神田エリア⇒Ｐ85～Ｐ116

データ・資料編参照
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２.神田エリア

● 神田エリアは、まちの新たな拠点となる開発の一方で、敷地規模が平均的に小さく、建物の老朽化が進む街区が残されている

▼建物用途現況図

アーツ千代田3331

書店の
集積

スポーツ用品店
の集積

大学・病院
の集積

秋葉原新拠点

電気店・
サブカルチャー

の集積

mAAch ecute

御茶ノ水
ソラシティ

金物
問屋街

薬
問屋街

神田明神

ワテラス

出版業
の集積

繊維
問屋街

▼岩本町・東神田（和泉橋地域の一部）では、近年、マン
ションへの建替えなどで、ファミリー世代の人口が大きく増加して
います。

まちなかの老朽化が進んでいる建物は、なりわいが現役で続い
ているもの、リノベーションにより味わいを活かして再生されたもの、
なりわいの機能を失いつつあるもの、集合住宅や駐車場等に変
わったものなど、様々です。
細街路が多く存在する神田地域の既成市街地において、マン

ションや事務所として機能更新した建物や老朽化した中小のビ
ル、青空駐車場等が、モザイク状に存在しています。

▼建物の建築年代の状況
〔事例:内神田一・二丁目地区】

神田のまちは、区画道路で形成された街区が
さらに幅員３～４ｍの狭い道路で区分されて
おり、建物を建てる際の接道条件が悪いため、
街区内部の小規模敷地の建物が老朽化し残
されています。

建築年不明

旧耐震基準（昭和56年）前の建築

新耐震基準（昭和56年）後の建築

MIRAI-View 中村 英夫 神田警察通り沿道整備推進協議会会長

日本大学理工学部教授

神田エリアの再生まちづくりの方向性

江戸、明治以降の時の流れの中で、さまざまな特色のある個性的な地域を育んできた神田エ
リア。神田エリアの市街地の特徴は、靖国通りや中央通りといった幹線道路に囲まれた街区に
多くの細街路・路地があること。街区の外側は比較的建替えが起こりやすく、内側の中小規模
の建物は建替えが進みづらい。その結果、旧耐震基準で建てられた建物の散在によるまちの防
災性低下、コミュニティの希薄化などの問題が生じている。
ポスト平成の時代には、これまでの歴史・伝統を残しつつ新たな変化も取り込んだまちの再生

が必要だ。その際、まちと人・クルマの関係を見つめ直し、人中心の空間づくりへ転換することが
重要な視点だろう。街区内のクルマの通行や駐車場の配置ルールの工夫によって、建物の１階
部分は営みが連続し、まちで暮らし、まちを訪れる人が安全に心地よく過ごせる、そんな通り空
間の創出を目指したい。
千代田区の中でも人のなりわいとまちとの関係の強い神田エリアだからこそ、新しい時代の人中

心のまちづくりが可能となるはずだ。



■まちの骨格となる主な通り

▼日本テレビ通り ▼番町中央通り

▼番町文人通り ▼番町学園通り

３. 番町・麹町エリア
48

番町・麹町エリアでは、これまで、一般型地区計画を基本とし
て、歴史や趣、うるおいを感じる落ち着きのある居住地と、内濠
－外濠をつなぐ麹町大通り沿いの景観軸にそった街並み形成を
誘導してきました。
人口は約20年の間に約1.5倍に増加し、ファミリー世代や子ど

もが増加していますが、熟年・高齢者も増加し、高齢化が進むも
のと考えられます。また、高経年のマンションの機能更新も課題に
なると思われます。
住んでみて住民が感じた魅力は、「落ち着き」や「治安」などの

要素が大きく、「自然環境の充実」など、今後、よりよく生活でき
るための環境づくりが求められています。

● 旗本屋敷の番町、山の手最大の町地として賑わった麹町

● 歴史や落ち着き、趣を感じられるまちの特徴

■学校施設や大使館の立地■旗本屋敷をルーツとする街並み

■高低差のある地形と坂の風情

番町は、江戸城の市谷御門やそ
れを警護する「大番組」の居住地とし
て形成された町割りを継承し、明治
以降も数多くの文人や高級官僚たち
が暮らした邸宅街としての落ち着き、
外濠の水辺と緑をその眺望とともに
受け継がれてきました。都心居住の
豊かな環境、教育施設・大使館等
が数多く立地する文化的な環境も
保たれています。

一方、麹町は半蔵門から四谷
見附まで東西に伸びる麹町大通
りを軸に、江戸城築城に必要な木
材、石灰などを受け入れる宿場町
から発展し、周辺の大名屋敷、旗
本屋敷の消費生活を支える山の手
最大の町地として賑わっており、いまでも伝統を守り続けてる老舗も見られます。また、地形の起伏か
ら、麹町大通りを尾根とした坂道がまちの記憶をとどめ、味わいを醸し出しています。

▲甲州街道（現麹町大通り）付近の町割り
（灰色：町地／桃色：寺社地／茶色：幕府用地／その他：武家地）

■まちの記憶を伝える通り
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番町・麹町エリア⇒Ｐ69～Ｐ76

データ・資料編参照



三番町地区

一番町地区

二番町地区

六番町
奇数番地地区

麹町地区

四番町地区

49出典：目で見る千代田の歴史、千代田の土地利用2018、千代田区住民基本台帳統計資料、千代田区のまちづくりアンケート調査（平成30年6～7月）
千代田区分譲マンション実態調査（平成25（2013）年 公財まちみらい千代田）

● 子ども・ファミリー層の増加とともに高齢化も進行 ⇒ 住民は、まちの落ち着き、治安、子育て・教育環境など高評価、商業業施設は不十分

▼建物用途現況図

※一部区域で
街並み誘導型
を併用

一般型地区計画
の適用 決定年

六番町奇数番地地区 平成16年

一番町地区 平成17年

三番町地区 平成18年

四番町地区 平成19年

二番町地区 平成20年

麹町地区※ 平成20年

※神田エリア＝神保町地域＋神田公園地域＋万世橋地域＋和泉橋地域
※千代田区全体には、「大手町・丸の内・有楽町・永田町地域 ｎ＝8」「地域不明 n=10」を含む

▼建物用途の現況図

分譲マンションの所在状況▶

▼町丁別緑被率

5% 未 満

5 ～ 10%

10～15%

15～20％

20% 以上

棟数 戸数 平均戸数

麹 町 172 7,152 41.6

富 士 見 73 4,564 62.5

神 保 町 38 2,128 56.0

神田公園 37 2,255 60.9

万 世 橋 32 1,710 53.4

和 泉 橋 80 3,677 46.0

合 計 432 21,486 49.7

▼分譲マンション地域別
棟数・戸数

みどりが豊かなイメージがある番町・
麹町地域ですが、外濠や内濠に隣接
していない町丁では、緑被率が5％に
満たない地域があります。
また、早くからマンションが普及してき

た地域で、区内でもマンション棟数が
もっと多い地域ですが、1棟あたりの平
均戸数は最も少なくなっています。

「落ち着いている」「治安が良い」といった点を
魅力と感じ、災害対策、自然環境、医療
福祉施設の充実に期待が高くなっています。

３.番町・麹町エリア

▼地区計画決定経緯
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飯田橋駅は、ＪＲ中央線と地下鉄４路線が結節す
る都心有数の交通の結節点で、ポテンシャルの高さから、
駅周辺では、土地区画整理事業や市街地再開発事業
等による多様な機能の集積が進んできました。
地域では、住民や事業者、商店会等で構成する協議

会で「まちづくり基本構想」が共有されており、これを尊重
して、みどりと水の空間の連続性、牛込門の歴史性、まち
の文化、街並み、環境負荷低減等を考慮した開発が進
められてきました。
さらに、現在は、ＪＲ飯田橋駅においても、ホーム改良

や西口駅舎の建替え・駅前広場の整備などが進み、移
動環境の面での機能も強化されつつあり、これに併せ、
地域のまちづくりの機運も高まっています。

東口側において
も低未利用区有地
の活用も含め、ま
ちの更新に向けた
機運が高まってい
ます。

４. 飯田橋・富士見エリア
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飯田橋・富士見地域では、外濠や日本橋川、靖国神社などの
大規模なみどりと水辺の空間に囲まれ、牛込見附に代表される歴
史性、地域に根づく商店街の賑わい、教育機関の集積による落ち
着きなどを感じることができます。

交通結節点としての利便性やポテンシャルを活かし、地域で共有
された「まちづくり基本構想」を尊重した開発が進み、みどりや子育
て・教育等が調和したバランスのよい環境が維持されています。大き
く増加したファミリー世代にとって、この点が魅力となっており、今後も、
そうした強みを活かした環境の充実が求められています。

●江戸城の要の門に囲まれた武家地を起源とする飯田橋・富士見エリア

●明治期に形づくられた文教地区としてのまちの環境と交通の拠点

４
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の
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と
エ
リ
ア

▲●●

明治期には、旗本屋敷は
取り壊され、空き地で桑や茶
を栽培させたこともありました。
その後、日本大学や国学院
大学など多くの学校が開校
し、明治27年には、飯田町
を始発として八王子まで走る
甲武鉄道が開通しました。

このころの地図からは、北
辰社牧場や日本赤十字社
があったことが分かります。

田安門

小石川門
牛込門

市谷門

飯田橋・富士見地域エリアには、牛込門、田安門、
小石川門などに囲まれた旗本屋敷があり、武家相手の
商家とその商売で賑わっていました。

▲牛込門
田安門を起点とする上州道の出口に
当たる交通の拠点

●落ち着きと交通・業務・居住の拠点機能が共存するまち

飯田橋・富士見エリア⇒Ｐ77～Ｐ84

データ・資料編参照



51出典：飯田橋・富士見地域まちづくり基本構想／飯田橋・富士見地域まちづくり協議会・千代田区、目で見る千代田の歴史、千代田の土地利用2018、
千代田区住民基本台帳統計資料、千代田区のまちづくりアンケート調査（平成30年6～7月）

● 子ども・ファミリー層が大きく増加 ⇒住民は、緑、子育て教育環境、医療・福祉施設の充実、職住の近接性、治安で高評価
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４.飯田橋・富士見エリア

※神田エリア＝神保町地域＋神田公園地域＋万世橋地域＋和泉橋地域
※千代田区全体には、「大手町・丸の内・有楽町・永田町地域 ｎ＝8」「地域不明 n=10」を含む

飯田橋セントラルプラザ（S59竣工）
市街地再開発事業・高度利用地区

▼建物用途現況図

飯田橋プラーノ（H21竣工）
市街地再開発事業・高度利用地区

飯田橋サクラパーク
（H26竣工）

市街地再開発事業・
再開発等促進区を

定める地区計画

アイガーデンエア
（H15竣工）

土地区画整理事業

ホテルグランドパレス
（S47竣工）

特定街区

▼外濠の眺望

法政大学
ボアソナード･タワー

（H12竣工）

東京区政会館
（H17竣工）

平成8年度 平成28年度 増減 増減率

JR 91,036 93,962 2,926 3.2%

東 西 線 31,816 36,282 4,466 14.0%

有楽町線 29,329 39,682 10,353 35.3%

南 北 線 4,227 20,164 15,937 377.0%

大江戸線 0 16,356 16,356 ―

合 計 156,408 206,447 50,038 32.0%

平成12（2000）年都営大江戸線が開業し、飯田橋駅は、JR中央
線のほか東西線・南北線など地下鉄4路線が乗り入れ、23区部の中でも
屈指の交通の結成拠点となりました。千代田区だけでなく文京区、新宿区
にとっても玄関口となっています。1日当たり鉄道乗車人数は、20万人を超
え、この20年の間に約5万人増加しています。各路線の乗り換え動線が複
雑であり、移動経路のバリアフリー化、駅周辺の滞留空間の整備が求めら
れています。

また、宿泊施設の新設に制限がかかる文教地区に挟まれ、飯田橋駅・
九段下駅がある目白通り沿道には、近年、ホテルの建設が目立っています。

▼飯田橋駅の1日当たり乗車人数の推移 ▼宿泊施設の整備状況



編集・発行 千代田区 環境まちづくり部 （発行履歴） 初 版 平成３1（2019）年3 月


